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【上尾中央総合病院の基本情報】 

 

医療機関名：医療法人社団愛友会 上尾中央総合病院 

 

開設主体：医療法人 

 

所在地：埼玉県上尾市柏座1-10-10 

 

許可病床数：733床 

（病床の種別）一般病床、感染症病床 

 

（病床機能別）高度急性期機能、急性期機能、回復期機能 

 

 

稼働病床数：733床 

（病床の種別）一般病床、感染症病床 

 

（病床機能別）高度急性期機能、急性期機能、回復期機能 

 

 

診療科目：46科 

内科、糖尿病内科、感染症内科、血液内科、呼吸器内科、腎臓内科、循環器内科、腫瘍内科、

神経内科、消化器内科、緩和ケア内科、心療内科、アレルギー疾患内科、膠原病内科、皮膚

科、放射線治療科、小児科、産婦人科、眼科、麻酔科、耳鼻いんこう科、放射線診断科、リ

ハビリテーション科、外科、消化器外科、脳神経外科、内視鏡外科、頭頸部外科、呼吸器外

科、気管食道外科、整形外科、乳腺外科、肛門外科、心臓血管外科、小児外科、美容外科、

歯科口腔外科、形成外科、肝臓外科、泌尿器科、救急科、臨床検査科、病理診断科、呼吸器

腫瘍内科、肝臓内科、女性泌尿器科 

 

職員数：2,227人（R6年1月） 

 ・ 医師   常勤：272人  

 ・ 看護職員 常勤：900人  

 ・ 専門職  常勤：573人  

 ・ 事務職員 常勤：482人  

 

関連施設 

 上尾中央第二病院 

 エイトナインクリニック（透析） 

 上尾中央看護専門学校 

 上尾中央医療専門学校 

 上尾中央訪問看護ステーション 

 訪問看護ステーションゆーらっぷ 
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【１．現状と課題】 

 

① 自施設の現状 

 

理念・基本方針 

  

理念  

高度な医療で愛し愛される病院 

 

基本方針  

〜先導〜  

  

【地域貢献】 

＊地域医療支援病院として地域住民、医療機関等に向けた情報発信 

＊診療部連携による救急の受入体制の構築 

＊断らない医療の推進 

＊新興感染症患者の受入れにおける医療提供体制の継続的な整備 

＊地域医療連携推進法人の推進 

＊治験、特定臨床研究、臨床試験の推進 

【医療の質の向上・患者サービス】 

＊先進医療への取り組み– 

＊組織的な医療安全対策、感染対策の強化 

＊患者満足度向上のための改善活動 

＊タスクシフト・タスクシェアリングの推奨 

【人材育成、教育・研修】 

＊新専門医制度における体制の整備 

＊特定行為に係る看護師の研修制度の推進 

＊次世代リーダーの育成 

＊専門資格取得の推奨 

＊学会発表、学術論文の推進 

＊地域医療関係者を対象とした教育・研修活動の実施 

【マネジメント】 

＊臨床指標と経営指標を統合した評価体制の構築 

＊予算達成のための各部署マネジメント目標の設定 

＊担当三役における品質目標管理 

＊ブランディングの強化 

＊入院期間の適正化 

＊働き方改革の推進 

  

 

入院基本料等 

 ・急性期一般入院料1 

 ・特定集中治療室管理料４ 

 ・ハイケアユニット入院医療管理料１ 

 ・回復期リハビリテーション病棟入院料1 

 ・緩和ケア病棟入院基本料1 

 ・小児入院医療管理料2 
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平均在院日数（令和５年） 

 
 

病床稼働率（令和５年） 

 
 

入院延患者数（令和５年） 

 
 

外来数（令和５年） 

 
 

 

特徴 

地域の基幹病院として救急医療、がん治療、先進医療を中心に医療を提供している。救急医

療では24時間365日診療体制をとっており、断らない医療を実践。県央地域の中核病院に位置づ

けられ病院独自で循環器疾患の24時間救急受け入れの整備や、埼玉県急性期脳梗塞治療ネット

ワークおよび埼玉県大動脈緊急症治療ネットワークにも参加している。また、県央地域では当

院を含め3つの医療機関が特定集中治療室管理料の基準をもち当院も区内の高度急性期医療に尽

力している。手術支援ロボットの導入など、先進医療も積極的に導入している。 

また、上尾中央総合病院は区内の南端に位置しており疾患によってはカバーする範囲に偏り

がある。 

人間ドック・健診部門が併設されており、長期間にわたり地域住民の健康増進に当たってい

る。 

 

 

他医療機関との連携 

平成 27 年 11 月より地域医療支援病院の運用を開始し、登録紹介医との緊密な連携を構築し 

ている。外来患者の紹介・逆紹介に対する「かかりつけ医制度」を推進しています。FAX 

検査予約等による検査機器の共同利用による医療機関の機能分化の強化と連携の推進に努 

めている。 

 
 

② 自施設の課題 

 

毎月 2,400 件以上の紹介患者を受け入れており、入院率も 50％以上を推移している中、2 次

救急指定病院として、緊急入院を踏まえた病床の確保が必要となる。紹介および緊急患者を受

け入れるためにも、病床回転率を考慮し効率的に病床運営を行うことが課題の一つになってい

る。増加が見込まれる在宅医療等の需要に対応するため、医療・介護を横断的に支援する機能

を強化し、在宅医療等に関わる多職種による連携体制の構築を行う。地域における高齢化の進

展等に伴う医療需要の変化に的確に対応していくために、地域医療構想調整会議における検討

状況も踏まえて、今後の対応について、検討していく必要がある。 
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【２．今後の方針】 

 

① 地域において今後担うべき役割 

 地域の中核病院として救急医療に力を入れ急性期医療を中心とする医療ニーズに対応

し、質の高い安全で安心で高度な医療の提供を行っていく。 

 地域支援病院である上尾中央総合病院は診療所等では提供が困難な高度治療や検査、手

術などを必要なときに迅速かつ効果的に提供するため医療機関の機能分化の強化と連携の

推進に努めている。 

 地域に必要な医療を安定的かつ継続的に提供していくため、必要な人員の確保・育成に

取り組んでいく。 

 

 

② 今後持つべき病床機能 

 上尾中央総合病院は、地域の中核病院として、循環器疾患や脳外科疾患をはじめ急性期

医療を更に推し進め、救急救命センターの指定を受けるために整備を行っていく。また、

地域医療構想調整会議での協議等を踏まえながら、地域に不足する機能に対する対応につ

いても検討していく。 
 

 

③ その他見直すべき点 
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【３．具体的な計画】 

 

① ４機能ごとの病床のあり方について 

 

 ＜今後の方針＞ 

 現在（2023年7月1日時点） 

（令和５年度病床機能報告） 

 将来 

（2025年7月1日時点） 

高度急性期 116床  116床 

急性期 564床  564床 

回復期 53床 → 53床 

慢性期 0床  0床 

（合計） 733床  733床 

 

 

② その他の数値目標について 

 

医療提供に関する項目 

・ 病床稼働率： 94.2%以上  

・ 紹介率：   70.0%以上 

・ 逆紹介率   60.0%以上 
 

 

 

③ 新興感染症への取組（自由記載） 

 

第2種感染症指定医療機関として感染病床を9床有しており、新興感染症の発生時には迅速に受

け入れができるよう体制を整えている。蔓延期についても地域の感染状況を鑑みて、一般病棟

を感染症専用病棟への変換を行い、地域で必要な病床数の確保に努める。 

また、感染認定看護師を地域の医療機関に派遣し感染対策における訪問指導を実施し支援を 

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

【４．その他】（自由記載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


